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＜領
りょういき

域：人
にんげん

間と社
しゃかい

会＞

問
もんだい

題 1　著
ちょしょ

書『ケアの本
ほんしつ

質－生
い

きることの意
い み

味』の中
なか

で，「一
ひとり

人の人
じんかく

格をケアする

とは，最
もっと

も深
ふか

い意
い み

味で，その人
ひと

が成
せいちょう

長すること，自
じこじつげん

己実現することをたすけるこ

とである」と述
の

べた人
じんぶつ

物として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　神
か み や み え こ

谷美恵子

2　糸
いとがかずお

賀一雄

3　フローレンス・ナイチンゲール（Nightingale, F.）

4　ミルトン・メイヤロフ（Mayeroff, M.）

5　ベンクト・ニィリエ（Nirje, B.）

人
にんげん

間の尊
そんげん

厳と自
じりつ

立



2

問
もんだい

題 2　Ａさん（80 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は，筋
きんりょく

力や理
りかいりょく

解力の低
ていか

下がみられ，訪
ほうもん

問 

介
かいご

護（ホームヘルプサービス）を利
りよう

用している。訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）がいな

い時
じかんたい

間帯は，同
どう

居
きょ

している長
ちょうなん

男（53 歳
さい

，無
むしょく

職）に頼
たよ

って生
せいかつ

活をしている。長
ちょうなん

男は

Ａさんの年
ねんきん

金で生
せいけい

計を立
た

てていて，ほとんど外
がいしゅつ

出しないで家
いえ

にいる。

ある時
とき

，Ａさんは訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）に，「長
ちょうなん

男は暴
ぼうりょく

力がひどくてね。

この間
あいだ

も殴
なぐ

られて，とても怖
こわ

かった。長
ちょうなん

男には言
い

わないでね。あとで何
なに

をされる

かわからないから」と話
はな

した。訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）は，Ａさんのからだに

複
ふくすう

数のあざがあることを確
かくにん

認した。

訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の対
たいおう

応に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　長
ちょうなん

男の虐
ぎゃくたい

待を疑
うたが

い，上
じょうし

司に報
ほうこく

告し，市
しちょうそん

町村に通
つうほう

報する。

2　長
ちょうなん

男の仕
しごと

事が見
み

つかるようにハローワークを紹
しょうかい

介する。

3　Ａさんの気
き も

持ちを大
たいせつ

切にして何
なに

もしない。

4　すぐに長
ちょうなん

男を別
べっしつ

室に呼
よ

び，事
じじつ

実を確
かくにん

認する。

5　長
ちょうなん

男の暴
ぼうりょく

力に気
き

づいたかを近
きんじょ

所の人
ひと

に確
かくにん

認する。


